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「気になる子ども」の支援に関する看護論文の文献検討（甲斐）

1．序文

　保育所，認定子ども園といった保育施設

（以下，保育施設とする）において健常児と

言われる中に「気になる子ども」の存在が報

告されている．「気になる子ども」の在籍調

査 で は，1 6 0 か 所 の 保 育 施 設 1） の う ち

8 9％，6 1 か所のうち 5 8 か所の保育施設 2），

3 5 市町村の公立保育施設，私立保育施設 3）

において 9 割を超える在籍を報告している．

　文部科学省 4）は，知的には遅れはないも

のの，学習，行動面に著しい困難を示す児童

生徒の割合が 6 . 3％という調査結果を公表し

た．2 0 0 4 年に厚生労働省は，保育施設にお

いて幼児期からの支援を進めるために，保育

施設全体での支援体制の整備，家族への理解

推進といった研修等を充実する必要性を通達

している．2 0 0 8 年には，保育施設における

質の向上のためのアクションプログラムを掲

げて，保育施設に看護の専門的職員の確保を
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する症状をもつ子ども，多動，衝動などの行動特徴をもつ子どもを気になるとしていた．「気

になる子ども」にあわせた肯定的な関わり，方向を示す支援をしていた．
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【まとめ】「気になる子ども」と家族の特性をふまえた支援の開発および職種間の連携におけ
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提案した 5）．また，乳幼児の健康・成長・発

達管理や衛生管理および障害をもつ園児の対

応，家族及び職員に対しての健康教育，医療

情報を発信する医療知識の普及など保育所保

育指針が改訂され，各省庁が保育施設の子ど

も，家族の支援の強化を図っている 6）．

　しかし，全国保育施設における保健活動の

実態 7）によると看護職の配置割合は，2 0 0 9
年に 2 9 . 7％と約 3 施設に一人の割合にとど

まっている．保育施設において看護職の役割

が十分に発揮されているとは言い難い．保育

施設における看護職配置の責務は，保育職と

共に心身の成長・発達が著しく，人間性の基

礎が形成される乳幼児期にある子ども一人ひ

とりの健やかな育ちを保障することにある．

その上で看護職は，小児保健はもとより小児

医療，小児看護の専門的視点を発揮しなが

ら，子どもの成長・発達，その家族への支援

を行う．

　筆者は，集中力がないといった不注意，落

ち着きがないといった多動性，刺激に反応し

てしまう衝動性の症状もつ子どもを「気にな

る子ども」ととらえている．発達的問題への

専門的介入が必要な可能性のある「気になる

子ども」と家族に対して医療的，看護的視点

を活かし，子どもの背景及び，個別性を見極

めた成長・発達を支援する専門性が保育施設

に配置されている看護職に求められると考え

ている．

　そこで近年，看護分野において「気になる

子ども」をどのように捉えているのか，「気

になる子ども」の支援の現状についても明ら

かにすることによって，看護の視点で「気に

なる子ども」の成長・発達の支援のあり方に

ついての一資料になると考えた．

2．研究目的

　「気になる子ども」の看護分野の研究に着

目し，文献から「気になる子ども」の定義，

支援の現状を明らかにし，今後の研究課題を

見出す．

3．研究方法

3.1. 文献検索

　 電 子 デ ー タ ベ ー ス「 医 学 中 央 雑 誌

w e b ( v e r. 11）」，「 最 新 看 護 索 引 We b」，

「C i N i i」から「気になる子ども」の看護，

支援について 2 0 0 0 年から 2 0 1 5 年の 1 6 年

間に発表された文献を検索した．検索式：（気

になる子ども a n d 支援 a n d 看護）をキーワー

ドにして文献を選択した．原著論文，総説・

解説を中心に取り上げた結果，総説・解説を

含む 1 0 編を対象とした．

3.2. 分析方法

　 対 象 と な っ た 合 計 1 0 編 の 文 献 を「 研 究

テーマ」，「発表文献年次推移」と「文献種類」，

「研究対象者」によって分類をした．また，

文 献 内 容 を 概 観 し，「 気 に な る 子 ど も の 定

義」，「気になる子どもの支援」を精読し，

分析フォームを作成してそれぞれの項目に整

理した．各職種において，「気になる子ども」

の定義，支援の相違，今後の研究課題につい

て考察した．

　分析過程において小児看護学の経験のある

研究者からスーパーバイズを受け，分析の信

頼性、妥当性の確保に努めた．

3.3. 倫理的配慮

　文献の著作権を遵守し，原論文の意図を忠

実に反映することに努め，引用方法に配慮し

た．
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4．結果

4.1. 文献の対象

　「原著論文，研究論文，総説，会議録を除く」

を中心に取り上げた結果，総説・解説を含む

1 0 編を対象とした．内訳として原著論文・

研究論文 6 編，総説・解説 2 編，実践報告 2
編であった．文献リストを表 1 に示す．

　1 0 編のうち，看護職を調査対象とした文

献は 3 編であった．その対象の内訳は，2 編

は保育施設の看護師，1 編は小児科外来の看

護師であった．保健師を対象とした文献が 3
編であった．保育施設長を対象とした文献は

1 編であった．教師，保健師，医師，保育士

と複数を対象とした文献は 2 編，母親を対

象とした文献は 1 編であった．

4.2.「気になる子ども」の定義

　「気になる子ども」の定義として，研究者

が定義をしている文献が 6 編，結果から「気

になる子ども」の定義を導き出している文献

は 3 編であった．明確な定義付けをされて

はいない文献は 1 編であった．

　研究者が「気になる子ども」を定義してい

る文献では，論文は 4 編，実践報告 2 編であっ

た．結果から「気になる子ども」の定義を導

き出している論文は 2 編，総説 1 編であった．

研究対象者の内訳として論文では，小児科外

来看護師 1 編，保健師 1 編，総説では，教師，

保健師，医師，保育所，幼稚園の保育士といっ

た複数を対象としていた．

　保健師を対象とした 2 編の論文のうち，松

原 8）は，「気になる子ども」を身体的発達，

精神的発達の緩やかさと，子育てしにくい気

質があるという子どもの発達の遅れや性質に

よるものととらえ，健診時に何か問題を抱え

ているかもしれないと感じる，注意を引きつ

けられる母子と定義を設けていた．また，落

ち着きがなく走り回る，乱暴である，かん

しゃくを起こすなど気持ちの切り替えが難し

い・変わった特性や習癖がある，特別なもの

へのこだわり，特有のものにパニックを起こ

す，母親に無関心，子育てしにくい子どもに

おいても気になるとしていた．小尾 9）は，

発語がみられない，言葉の遅れ，表現・単語

の少なさ，大人の言葉の理解が不十分，会話

のキャッチボールができない，発達検査にお

いてその月齢の検査項目をクリアできない，

検査に取り組めないといった発達の遅れや偏

りが感じられる子どもの行動を示していた．

　八田 10）によると，保育施設に配置されて

いる看護師は，発達が気になる子どもと表し

ていた．また，関わり方に苦慮し，独自に勉

強しながらも確立されたものがないため対応

の難しさから，看護師の業務の範囲を超えて

いる子どもとととらえていた．中島 11）は，

発達障害と診断されてはいないが，会話が成

立しにくい，指示が通りにくい，落ち着きが

ない，かんしゃく・パニックを起こしやすい，

1 人遊びが多い，こだわりがあるなどの特徴

がある子どもとしていた．

　飯村論文 12）では，小児科外来で問診時に

母親の顔つきや質問したときの状況から，子

どもと母親の様子に何かちぐはぐな印象を受

けたときに気をつけてみる必要があるとし，

家族の状況から「気になる子ども」を推測し

ていることを示していた．

　母親を対象とした大橋論文 13）では，母親

が「気になる子ども」の行動として，後追い

の時期が長かった，目が離せなかった，睡眠

のリズムが一定ではなかった，病気をしやす

かった，抱かれるのを嫌がる，抱きにくい感

じがあった，あやすとすぐに泣き止んだ，か

んが強かった，人見知りが激しかった，機嫌

の良い時期が多かった，身近な人の動作や言

葉をまねることが少なかったといった乳幼児

期に子どもの育てにくさを感じた 1 0 項目が

示されていた．このような行動は，きょうだ

いや他児との比較から母親が期待する子ども

の行動とは相違している特徴をもつとしてい
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た．

　大河内 14）の概念分析では，「気になる子ど

も」の定義を落ち着きのなさ，多動，コミュ

ニケーションの取りにくさ，対人トラブルの

多さなどの発達障害と同様の行動特性を持つ

子どもとし，それぞれの職種においては次の

ように見出していた．保育士では，発達障害

を含め，発達障害や知的障害の診断がない，

知的に遅れがないと認識し，特別な保育を実

際には必要とするにも関わらず，専門的支援

につながらない，対応が困難な子どもととら

えていた．また，アレルギー体質などの医療

的な面での配慮が必要な子どもも「気になる

子ども」としていた．教育職では，子どもの

行動面，情緒面の発達に限らない問題性を感

じ，個人対応に限界がある子どもといった広

範囲な側面がみられた．医師においては，児

童虐待のある養育環境とそれによる子どもの

情緒面の不安定さが「気になる子ども」とし，

発達障害児だけではなく，要保護児について

も含めていた．

　実践報告の 2 編のうち，勝又 15）においては，

食欲がない，遊ばない状態が週単位，月単位

といった長期にわたり発達上影響する可能性

がある症状を「気になる」としていた．林田 16）

は，障害の疑いのある子どもとしていた．坂

口 17）は，精神発達や情緒行動面でちょっと

気になる子どもと育児や健康面に不安を抱え

る家族を対象とし，明らかな異常や疾患はな

いが心身の発達にちょっと気になる子どもと

定義していた．

4.3．「気になる子ども」の支援

　論文，解説の 1 0 編から，職種別の支援を

以下にまとめた．

　看護職による「気になる子ども」への支援

は 8 編であった．保育施設の看護師が行う

支援 2 編と小児科外来の看護師の 1 編であっ

た．保健師による支援は 5 編であり，それ

ぞれに共通項も見られた．1 つは，「気にな

る子ども」にとって母親を支援することが重

要とするものは 4 編であった．2 つには，3
編において母親と保健師との共通認識の支援

が必要とするもの，3 つ目として，職種間の

連携について 2 編みられた．

　八田 10）は，保育施設長が看護師に対し，

発達に問題を抱える子どもへの関わり方の支

援として，保育施設配置の看護職の業務の確

立，全国統一のマニュアルの必要性や看護職

に対する保育施設内での理解，看護職間の情

報交換やネットワークの構築，研修の機会の

提供が必要なサポートになるとしていた．

　勝又 15）は，保育施設の看護師として「気

になる子ども」に対して，あるべき方向を示

した対応と言葉は，受け止める感情の幅の狭

い子や鋭すぎる子にとって，感情の爆発が抑

えられ，生活の見通しに大きく影響すると指

摘していた．耳よりも目からの情報が伝わり

やすい子にはジェスチャー，アイコンタクト，

絵カードも有効になるなど一つひとつ確かめ

ながら関係を作ることで，保育士と違った視

点で幅や深さをプラスすることを示していた．

　飯村 12）は，小児科外来の看護師は，問診

時に一人ひとりの子どもと家族の状況を把握

するだけでなく，待合室全体を見渡して異常

なことはないか，緊急に判断しなければなら

ないことはないか，アンテナを張っていると

していた．また，問診時の様子から判断して

「気になる子ども」と家族を選び出し，「ゆっ

くり」としたテンポで語りかけ，「丁寧に」

説明する行為は，母親の気持ちを気遣い，次

の一歩を踏み出せるように後押しする個別の

関わりをしていることを述べていた．

　小尾 9）は，母親との共有認識について，

保健師が専門職として，母親の気持ちを受け

止め，次の段階での子どもを客観的に見た状

況で理解が得られるように心がけながら，親

の認識のズレをすり合わせ，信頼関係を築い

ていくことが重要としていた．大橋 13）にお

いては，看護職として母親が子どもの行動特
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徴をどのようにとらえているのか適切なアセ

スメントをすることの重要性を述べ，子ども

の成長・発達の状態と，母親が具体的場面で

子どもの気になっている様子を把握するこ

と，および母子の関係性，夫婦の関係性，家

族の関係性に目を向けていく必要があるとし

ていた．

　林田 16）は，1 歳 6 か月健診をきっかけに

専門機関を勧める場合，説明を納得しないと

きには，小児科の診察を受け，異常がないと

いわれたと拒否的姿勢をとる事例が示された

と指摘していた．発達検査を受けることや言

語の遅れのある場合は，総合的に判断する必

要があるが，これらを伝える難しさが示され

ていた．

　坂口 17）は，家族に関して，健診で子ども

の問題に対して，療育の専門機関につなぐこ

とに抵抗を感じる家族がいること，育児不安

の内容が多様化し，集団保健指導内容に家族

が満足していないこと，明らかな異常や疾患

はないが心身の発達が気になる子どもの十分

な支援システムがないことを指摘していた．

　関係機関や多職種との連携が「気になる子

ども」の支援であるとしているものが 3 編

あった．小尾 9）は，発達が「気になる子ども」

とその母親に対して保健師が，臨床心理士に

よる個別相談，療育の場を紹介し，相談，教

室等を勧め，発達支援の場の提供として専門

機関において親子の成長発達の継続的な支援

につなげようとしていることを示していた．

大河内 14）においては，保育士，教師，保健師，

医師といった保健・医療の専門家が支えるし

くみの充実が重要としていた．林田 16）は，

保育施設と親，発達相談員等の連絡調整が必

要になるとしていた．さらに，乳幼児健診と

発達相談は早期発見・早期対応・継続フォ

ローの目標をもって行われるが，医療機関の

連携や身近な療育の機会がないことによっ

て，就学後は保健業務としての関わりが少な

くなることが課題と示していた．

5．考察

5.1.	「気になる子ども」の多義的な定義に

ついて

　「気になる子ども」の定義の結果から，看

護職や保健師において二つの側面が明確に

なった．一つには，身体的発達，精神的発達

が緩やか，食欲がない，遊ばないといった長

期にわたり成長・発達において影響する可能

性がある症状をもつ子どもを「気になる子ど

も」としていた．

　二つ目には，発達障害とは診断されていな

いが，落ち着きのなさ，乱暴，かんしゃく，

パニックを起こす，特別なものへの関心，こ

だわり，人に対して視線が合わない，無関心

といった発達障害に類似する行動特徴を「気

になる子ども」とあげていた．これらは，子

どもの行動特徴が出現する前後の状況から何

らかの理由による感情や意思の表現でもある

と考えられる．また，日常的に子どもが表出

する症状に心配や困惑を抱く家族の育児不安

が子どもの症状を反映しているとも推察され

る．

　この二つの側面から，その子らしく健やか

な生活を送れるように願い，成長・発達に関

わることが小児保健，小児看護の専門性とし

ての責務であり，子どもたちがそれぞれにも

つ成長・発達の個性に応じた支援が必要とな

る．

　文部科学省 4）において，担任教員，特別

支援教員コーディネーターを対象に，通常学

級に在籍する特別な教育支援を必要とする児

童生徒に関する調査の結果，知的には遅れは

ないものの，「聞く」，「話す」，「読む」，「書

く」，「計算する」，「推論する」といった学

習面で，一つあるいは複数で著しい困難を示

す児童生徒，または行動面として「不注意」，

「多動性－衝動性」，「対人関係やこだわり等」

の著しい困難を示す児童生徒は 6 . 3％と報告

している．この実態から，幼児期に「気にな



7 0

常葉大学健康科学部研究報告集　第 4 巻第 1 号

る子ども」として適切な配慮を受けられずに

就学した子どもが含まれているとも推測で

き，集団での学校生活が適応困難になってい

ると考えられる．

　また，教育職や医師，保育士など各々の職

種においては，行動面，情緒面に限らない問

題性を感じ，個人対応に限界がある子どもや

要保護児およびアレルギー体質などの医療的

側面で配慮が必要な子どもを「気になる子ど

も」と定義して捉えていた．これらの定義は

職種のフィールドでの見解，判断に委ねられ

ているところがあるといえる．大人の目線で

「気になる子ども」という抽象化された定義

とも言い換えることができる．各々の職種

が，対象とする心身の発達途上にある子ども

に関わる上で問題としている行動特徴を子ど

もの目線に立ち，表現していくことが，子ど

もが心身ともに安定するような関わりにつな

がると考える．

5.2.	「気になる子ども」の支援からの課題

について

　看護職は「気になる子ども」の反応に対し，

個別性を見極めて，一つひとつ視覚から肯定

的な会話をすすめる支援，個性に合わせて，

人との関わりがもてるように導きながら見通

しをもてる支援をしていた．「気になる子ど

も」の行動特徴が出現した際には，穏やかに

やさしい声かけで子どもに関わることが重要

な支援といえる．これらの支援によって，「気

になる子ども」の行動特徴や症状の安定につ

ながっていくことが考えられる．

　また，保健師や看護職は共通して「気にな

る子ども」の母親を対象とした支援が「気に

なる子ども」への支援につながるとしてい

る．母親の心情をふまえること，母親が子ど

もの状況を客観視することによって子どもの

状況に対して認識できるように促す介入を

行っていることが明らかになった．中村，藤

田，林他 18）は，「気になる子ども」の母親を

含む家族において，「気づき」が弱く相談に

至らないと述べている．日々，子どもの育児

をする中で，子どもの症状に気づかない母親

はいないのではないかと考える．母親は子ど

もの気になる症状を日々の育児において直視

することを避けたい思い，認めたくない思

い，子どもに対する自責の念などから育児に

向き合えず孤立感をもつことも推察される．

心の中で「気付き」を弱くすることで第 3 者

にわが子の現実を言い渡される恐怖心を抱き

ながら葛藤しているとも推察される．「気に

なる子ども」の成長・発達を促すため母親が

客観視できるような関わりを行うためには，

母親を含めた家族の特性や価値観など熟知

し，慎重に家族の心理段階をふまえた支援の

開発が課題となる．

　保健師においては「気になる子ども」の症

状を見極め，臨床心理士や発達相談員などと

の連携を行い，医療機関，専門職種を紹介し，

長期支援の継続をする必要性を示していた．

しかし，大河内 14），林田 16）や坂口 17）は，「気

になる子ども」に十分な支援システムがない

ことを指摘している．  「気になる子ども」の

支援システムが具現化しない理由の一つとし

て，各々の職種が多義的な「気になる子ども」

の定義づけによって子どもの状況に対する解

決が必要となる問題が不明瞭となることにも

つながると考える．

　「気になる子ども」一人ひとりの子どもの

立場からその状態や状況を把捉して問題解決

していく内容を明示することが求められる．

また，「気になる子ども」が健やかに，母親，

家族においても子どもに必要な育児が促進さ

れるような子育て支援システムを具体化して

いくことが課題となる．
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6．まとめ

6.1.「気になる子ども」の定義

　結果から，以下の 2 点が明らかになった．

1）成長・発達に影響する症状をもつ子ども，

発達障害とは診断されていないが，発達障害

に類似している行動特徴をもつ子どもを気に

なるとしていた．

2）「気になる子ども」の定義は，各々職種

におけるフィールドでの見解，判断に委ねら

れていた．

6.2.「気になる子ども」の支援

　結果から，以下の 2 点が明らかになった．

1）「気になる子ども」の反応や状況に対し，

個別にあわせて肯定的な関わり，人との関わ

りがもてるように導くことや見通しをもたせ

る支援をしていた．

2）「気になる子ども」の母親，家族の心情

をふまえ，子どもの状況への認識を促す介入

をすること，各々の職種間の連携がによって

「気になる子ども」への支援につながるとし

ていた．

7．研究の限界と今後の課題

　今回，「気になる子ども」の看護論文に焦

点をあて，「気になる子ども」の現状と支援

および課題について検討した．

　研究の限界として対象文献において，研究

種類，研究対象の種類やデータ収集方法に一

致性がみられなかったこと，研究者が独自に

「気になる子ども」を定義しており，その定

義が多義的であることから，1 0 文献を一括

して検討すること，「気になる子ども」に関

する看護分野の支援の現状について明らかに

することに限界がある．

　今後の研究課題として，「気になる子ども」

とその家族の対応に関する支援の開発および

職種間の連携における「気になる子ども」の

子育て支援システムの具体化が必要となる．

本論は，2 0 1 5 年度聖隷クリストファー大学

看護学研究科博士前期課程の修士論文の一部

を加筆・修正したものである．
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